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■ 講演概要 

ASCE（米国土木学会）はその指導力を通じて、将来に対し何を準備すべきか、また

将来世代のニーズに合致するものは何かということを重視して活動している。 

  今回の講演において、ASCE会長ウィリアム・マキューソン博士はASCEのイニシ

アティブをもった最近の活動について、インフラ危機への警鐘や、土木工学教育におけ

る内容の拡充、明日の技術者に対する指導力訓練への対応などについて触れる。また、

災害への対応や、昨年の湾岸部を襲ったハリケーンによる激甚災害に対する米国陸軍工

兵隊の復興活動についてコメントする。 

  さらに、1900 年初頭から稼動しており、海運業界の変化や拡大への対応を要請さ

れているパナマ運河について最新の情報を提供する。パナマ運河庁（Panama Canal 

Authority: ACP）の地盤工学諮問機関（Geotechnical Advisory Board: GAB）の

メンバーとして、運河に向けられたいつかの技術的課題について言及する。これは、究

極的に国家の国際通商における役割に影響を与えるものである。一つの解決策は、運河

を拡張することである。すなわち、新しい閘門を大西洋側と太平洋側に建設し、水量の

節約と環境への配慮を盛り込み、ゲイラード水路を深くするというものである。この拡

張によって、より大きな船舶（ポスト･パナマックス型）の航行が可能となるであろう。

 
 


